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倶知安町教育委員会の所管事務に係る自己点検･評価について

当教育委員会では、平成２０年４月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改

正する法律」が施行されてから、毎年「倶知安町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価の実施に関する規則」に基づき、所管する事務の管理と執行状況について

自己点検と評価を行ってきました。

当教育委員会では、令和２年５月に第２次となります倶知安町教育大綱（令和２年度～令和６

年度）を策定しました。策定にあたっては、期を同じくして始まる第６次倶知安町総合計画の基

本目標を踏まえるとともに、倶知安町社会教育中期行政計画との整合性を保ちながら、令和２年

度以降５年間の本町が進むべき教育の方向性と方針を明示しております。そのため、今年度は第

２次倶知安町教育大綱に基づき自己点検・評価を行いました。

なお、この評価を行うにあたっては、教育関係諸団体等との懇談会を開催し、様々な立場から

本町の教育に関するご意見などをいただいており、それらを参考とさせてもらったなかで報告書

として取りまとめさせていただいたところです。

今後は、この点検と評価を通して明らかになった施策の改善点等について、事務事業の執行に

おいて十分検討・協議し、なお一層の教育施策の充実に努めてまいりたいと考えております。

町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

令和５年８月

倶知安町教育委員会

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任さ

れた事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。



倶知安町教育大綱策定に係る基本的考え方

〇教育大綱策定の趣旨

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成 26 年法律第 76

号）」の施行に伴い、地方公共団体の長は、教育・学術及び文化の振興に関する総合的な施策の

大綱を定めることになりました。

なお、倶知安町教育大綱は、同法に基づく総合教育会議の協議を踏まえ策定したものであり、

この大綱に基づいて、学校教育・社会教育のさらなる充実に努めるとともに、今後の教育行政を

取り巻く時代変化に対応した教育施策の展開を図っております。

〇倶知安町総合計画との関係

第６次倶知安町総合計画（令和２年度～令和 13年度）では、めざす町の姿として「いつまで

も住み続けたい町”くっちゃん”」を実現するため、２つの基本目標

・１「くっちゃんで暮らす幸せを感じる」

・２「くっちゃんで交流する幸せを感じる」

を掲げ、これら基本目標を達成するために各個別目標を設定したなかで、各種施策や事務事業に

取り組んでいます。

教育施策におきましては、このうち主に基本目標１に関連し、まちづくりを進めるうえで重要

な役割を担っています。

このことから、教育大綱の構成としては、まちづくり基本目標を達成するために設定した教

育に関する個別目標、並びに倶知安町教育目標の理念を踏まえ、学校教育関係においては、国の

教育振興基本計画、北海道の教育推進計画の中にも位置づけられている、「『知・徳・体』のバラ

ンスのとれた人づくり」を大綱の 1つ目の基本理念とし、社会教育関係においては、倶知安町社

会教育中期行政計画の基本目標「信頼・情操・躍動・希望 生きがいを求めてつながりあうまち

づくり」をもって 2つ目の基本理念に位置づけ、本町の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に

基づく「自然・国際色豊かな地域特性を活かした教育の推進」を加えた３本の柱をもって大綱の

基本理念として位置づけています。

併せて「第６次倶知安町総合計画」の基本目標を達成するための教育に関する個別目標を、

大綱の基本方針として定めるものであります。



〇第６次総合計画における教育委員会関連目標

個別目標１ 安心して子育て子育ちができるまちにする

【重点施策】

●地域の子ども・子育て子育ち支援の充実

●子どもの教育の充実

●健全な青少年を育む世代間交流の推進

●家庭教育の支援の充実

個別目標３ 健康で笑顔があふれるまちにする

【重点施策】

●活発な健康づくりと生涯スポーツの推進

●生涯学習と文化振興の充実

●倶知安町の歴史・文化の次世代への継承

●町民のスキー機会の普及と拡充

●スキーの町としてスキー・スノーボード選手の育成支援

個別目標６ 新幹線と高速道路によって人と地域がつながるまちにする

【重点施策】

●新幹線開業に向けた着実なまちづくり

●誰でも使いやすい駅関連施設の整備

個別目標２ 交流タウンとしての魅力を高める

【重点施策】

●観光インフラ、観光人材の整備

●持続可能な観光地に向けた取り組み

個別目標３ 交流タウンとして多文化共生を実現する

【重点施策】

●倶知安町を訪れた外国人が情報を得やすい環境の整備

●多文化共生のまちづくりの推進

基本目標１ くっちゃんで暮らす幸せを感じる

基本目標２ くっちゃんで交流する幸せを感じる
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◎評価結果の説明

◎項目別評価一覧
＊評価の見方

教育委員会及び教育委員の活動の評価一覧

教育委員会の権限に属する事務（教育長に委任できない事務）の評価一覧

教育委員会の権限に属する事務の評価一覧

◆ この報告書では、各事務事業の【原課における評価等】において、実績・成果・自己評価を

行い、来年度への課題・改善点等で改善や工夫を要する事項についてまとめました。

ランク 評 価 内 容 達成率

Ａ 優れた取り組みが多く、継続して行う 90％以上

Ｂ 一定の成果はあるが課題があり、改善・工夫をすることが必要 70～89％

Ｃ 成果が十分上がっておらず、事業全体の見直しが必要 70％未満

項 目 事 業 名 評価

（１）教育委員会及び教育委員の活動

１ 教育委員会の会議の開催状況、付議案件、

報告案件、協議案件
Ａ

２ 教育委員会及び教育委員の活動状況 Ａ

項 目 事 業 名 評価

（１）教育委員会の権限に属する事務
委任規則第１条関係～法第１０条及び第１３条

第２項関係
Ａ

項 目 事 業 名 評価

（１）子どもの教育の充実

①学習指導の充実 Ａ

②教育環境の整備 Ｂ

③-1 情報・コミュニケーション教育の充実 Ａ

③-2 情報・コミュニケーション教育の充実 Ａ

④安全・安心な学校給食の提供 Ａ

⑤学校・家庭・地域の連携、協力 Ａ

⑥体験活動の充実 Ａ

⑦各種支援事業の推進 Ａ

（２）家庭の教育力向上を図る子育て支援 Ａ

（３）郷土に生きる力を育む少年教育 Ａ

（４) 仕事と生活の調和を図る生き方の実現 Ａ

（５）持続可能な生きがいづくりの推進 Ａ

（６）生涯にわたるスポーツ振興 Ａ

（７) 文化芸術に親しめる環境 Ａ

（８）繋げよう文化財保護活動 Ａ

（９) 社会教育施設と社会教育体制の整備と充実 Ａ
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第１ 教育委員会及び教育委員の活動
１ 教育委員会の会議の開催状況、付議案件、報告案件、協議案件

【活動内容等】
令和４年度における教育委員会議は１８回開催しました。（付議案件等別紙）

教育委員会議では、倶知安町教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則（平成

20 年教委規則第２号。以下「委任規則」という。）に基づき、教育委員会の権限に属する事務のうち

教育長に委任することができない事務及び教育長が委任を受けた事務の中でも特に重要な事務及び代

理執行した事務について審議を行うほか、教育長からその執行状況の報告を行いました。

令和４年度は、倶知安町営プール建替基本構想及び倶知安町社会教育施設個別施設計画の策定を行

いました。

【令和４年度の具体的な審議事件等の状況】

ア 審議事件

審 議 案 件 件数

① 委任規則第１条に規定する事務

(1) 学校教育及び社会教育に関する一般方針を定めること。

(2) 学校、公民館その他の教育機関の設置及び廃止を決定すること。

(3) 教育財産の取得を申し出ること。

(4) 道費負担職員の懲戒及び任免その他の進退について内申すること。

(5) 教育長及び教育委員会事務局並びに公民館その他教育機関（学校を除く。）の職

員の人事に関すること。

(6) 道費負担教職員の服務の監督の一般方針を定めること。

(7) 学校、公民館その他の教育機関の敷地を選定すること。

(8) 工事の計画を策定すること。

(9) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程を制定又は改廃すること。

(10)教育費予算その他議会の議決を得るべき議案について意見を申し出ること。

(11)社会教育委員その他教育委員会附属機関の委員を任命すること。

(12)学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定し、又はこれを変更すること。

(13)教科用図書の採択に関すること。

(14)請願・陳情等を処理すること。

(15)法第 27 条第１項に規定する教育委員会の権限に属する事務の点検及び評価を行う

こと。

(16)教育委員会の行う表彰に関すること。

(17)文化財の指定及び解除に関すること。

② 委任規則第１条第２項に規定する報告

③ 委任規則第２条に規定する事務

教育長に委任された事務のうち、重要又は異例の事態が生じた事務

④ 委任規則第３条に規定する事務の報告

教育委員会の権限に属する事務で、教育長が臨時に代理した事務

⑤ 倶知安町教育長事務専決規程（平成 21 年教委訓令第 1号）第２条に規定する事務の

報告

⑥ 地教行法第１０条に規定する委員辞職の同意

⑦ 地教行法第１３条第２項に規定する職務代理者の指定

１

３

１

０

３

０

０

０

４

６

７

０

１

０

２

２

０

２９

１３

６

１

０

０



3

イ 協議事件 （仮称）くっちゃん子条例の制定について

ウ 会議の傍聴者の状況 傍聴者数 ０人

エ 議事録の公開等の状況 議事録の公開件数 ０件

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

２ 教育委員会及び教育委員の活動状況

【めざす姿】

教育委員と事務局がスムーズな連携を行い、増大する諸問題に対して、素早く柔軟に対応す

ることで、バランスのとれた教育執行をめざします。

【これまでの現状と課題】
●さまざまな案件等に関し、速やかに会議を招集して審議・報告するとともに、継続して協議して

います。

必要のある事案については、集中して協議事件として会議に諮っています。

●総合教育会議の設置により、町長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、本町の教育の課題やあ

るべき姿を共有して、より一層の民意を反映した教育行政推進を図っています。

●教育長が、学校運営上の問題点や学校教育の実施状況などについて把握し、必要な指示、指導・

助言などを行うとともに、教育委員全員が入学式、運動会・体育大会、学習発表会、卒業式に出

席し、児童生徒を激励しているほか、社会教育施設（美術館、風土館）の現地調査を行うと共に、

社会教育委員との意見交換を行っています。

●教育委員会として、全道・後志の研修会に参加し、情報交換や問題事例の研究などの研鑽を行っ

ています。

●翌年度の教育行政の一般的事項は、教育行政執行方針で定めており、教育課題について教育委員

会議で協議を行いました。

【具体的な施策の方向】
○教育委員会事務局はもとより、町長や他の教育機関と連携を行うことで、様々な情報が共有され、

色々な事案に対し柔軟に対応することが可能となり、より良い教育行政の推進が図られます。

○事業の実績・成果

・自己評価

・教育委員会議に付さなければならない事件は審議事件として提出されて

います。
・令和４年度では、倶知安町営プール建替基本構想及び倶知安町社会教育施

設個別計画の策定を行いました。Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・

改善点等

・教育的事務や事件について適正な審議を継続します。
・小学校適正配置については、新幹線の開業・高速道路の開通に向けたまち

づくりの計画や、新たな宅地造成が進んでいる状況であることから、各校

区における今後の人口動態に注視し、学校施設の長寿命化計画による施設

改修計画や、それに伴う町の財政事情も視野に入れ、国の少人数定数化な

どの動きも鑑みながら協議を進める必要があります。

〇教育関係者による評価
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【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

事 業 活 動 内 容

・教育委員会と事務局の連携（参１）
Ａ

・様々な案件等に関した会議を招集し、審議・報告す
るとともに、継続して協議する必要のある事案につ
いては、協議案件として会議に諮りました

・教育委員会と町長の連携 （参 2）
Ａ

・令和４年 12 月 26 日町長と総合教育会議にて意見交
換を行い、教育行政の方針（倶知安町教育大綱との
整合性など）について確認しました

・教育機関等との連携 （参２）
Ａ

・入学式・学習発表会への参加については、新型コロ
ナウイルス感染症対策の観点から参加することを見
合わせ、代替案として祝電やメッセージを作成し送
付しました

・卒業式については一部参加しました
・学校訪問については実施することができました

・教育委員の自己研鑽 （参３）
Ａ

・毎年開催されている研修会等に参加しました

・計画等の策定 （参３）
Ａ

・教育行政執行方針を定め公表しました
・倶知安町営プール建替基本構想を策定しました

・倶知安町社会教育施設個別施設計画を策定しました

○事業の実績・成果
・自己評価

・教育委員と事務局間の連携は図られました。

・学校教育、社会教育の区別なく、さまざまな企画などに出席しており、

現状や問題点の把握ができました。

・教育委員会として、数年間、コロナ禍により中止となっていました研修会

が復活し、参加しました。また、議案審議、方針の策定を円滑に行いまし

た。

・倶知安町営プール建替基本構想を策定しました。

・倶知安町社会教育施設個別施設計画を策定しました。

・地域とともにある学校づくりの推進（コミュニティースクール）につい

て、本格運用初年度として定期的な運営協議会の開催、推進員と連携した

地域連携事業の開催や広報活動を進めました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・小学校適正配置については、新幹線の開業・高速道路の開通に向けたまち

づくりの計画や、新たな宅地造成が進んでいる状況であることから、各校

区における今後の人口動態に注視し、学校施設の長寿命化計画による施設

の改修計画や、それに伴う町の財政事情も視野に入れ、国の少人数学級定

数化などの動きも鑑みながら協議をする必要があります。引き続き適正な

審議を行っていきます。

・学校職員の「働き方改革」を効果的に進めるようにします。

〇教育関係者による評価
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３ 審議会、各種委員会等の活動状況
【令和４年度の具体的な審議会等の活動状況】

４ 令和４年度教育委員会所管予算の状況

令和４年度教育費予算は、児童生徒が安全で充実した学校生活を送ることができること、また、

住民の学び･創造･交流の充実を目指して、効率的・効果的な事業の継続実施に努めました。

学校教育関連の主な事業では、北陽小学校体育館屋上防水工事や倶知安中学校体育館煙突改修

工事、また、各校網戸設置工事などを行いました。

ＧＩＧＡスクール構想の対応としては、教育委員会にＧＩＧＡスクールサポーター及びＩＣＴ

支援員を配置し、学校における本格運用に向け技術面からサポート対応をしました。

また、児童生徒一人一台整備したタブレット端末の追加購入を行い、通信環境未整備世帯には

Wi-Fi ルーターの貸出を引き続き行いました。

教育支援事業の学校教育関連として、小学校は町費による英語専科教員を引き続き活用し授業

を行い、中学校にはサポートティーチャーを配置し、小学校英語教育と中学校英語教育の切れ目

のない接続と、中学校の学びの質、連携を強化しました。また、特別支援教育の充実のため、町

費による早期支援コーディネーターを配置したほか、支援が必要な児童・生徒の対応のため学習

支援員を 11 名配置し、通級指導については倶知安小学校、西小学校に加え新たに北陽小学校、

東小学校で自校開設、また、倶知安小学校の教員が倶知安中学校へ、西小学校の教員が樺山分校

へ巡回指導を開始しました。

倶知安中学校には平成 25 年度から引き続き町独自の施策として臨時教員を 1 名任用しました。

学校給食においては、物価高騰下における保護者負担軽減対応として、国の臨時交付金を活用

しながら賄材料費を補正し、給食費を値上げすることなく安定した給食を提供しました。

社会教育関連の主な事業として、美術館では小川原脩の絵画作品のうち、劣化や破損が進行し

ている複数の絵画作品のうち１点について、専門の修復師により修復しました。貴重な絵画作品

等を展示可能な状態に修復し、小川原脩作品の魅力を多くの来館者に伝えながら、作品を適切な

状態で保管し、後世に継承して行きます。

審議会・各種委員会等の名称
委員
数

開催
回数

開 催
年月日

主な審議・協議事項

倶知安町奨学生選考委員会 ７ １ 4.7.5 ・令和４年度倶知安町奨学生の選考について

倶知安町学校給食運営委員
会

14 ２ 4.12.21
5.2.20

・学校給食センターの運営状況について

・令和 5年度学校給食費について

倶知安町スポーツ振興審議
会

10 2 4.8.23
4.10.25

・倶知安町営プール建替基本構想について
・令和４年度倶知安町スポーツ表彰について

・令和３年度社会体育事業報告及び令和４年
度社会体育事業計画について

美術館等運営協議会 ６ １ 5.3.23 ・会長及び副会長の選出
・令和４年度 小川原脩記念美術館・倶知安
風土館事業の実施状況

・令和５年度 小川原脩記念美術館・倶知安
風土館事業計画（案）

・その他（意見交換）
社会教育委員会議 15 2 4.6.10

5.2.2
・社会教育事業の進捗状況について

・社会教育事業について
文化財保護調査委員会 ６ １ 5.3.23 ・町内文化財の現状と保護について

・令和４年度 風土館事業について
・令和５年度 風土館事業について
・その他
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また、補正予算により展示室系統（第 1・第 2）加湿設備交換工事を行い、展示している美術

作品の維持管理を行うことができました。

美術館・風土館敷地内にて遊歩道照明改修工事を実施し、美術館・風土館エリアに散歩・遊び

に来られる家族連れ等が安全して来られる場所を提供しました。

風土館では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業を活用し、展示資料の適

切な保管に必要な温湿度管理を行うこと及び来館者が快適に観覧できる環境を作ることを目的に

空調機器新設の工事を実施・空気清浄機を購入し設置しました。

また、貴重な資料等を適切に保管管理を行うため、収蔵資料燻蒸業務を実施しました。

文化財振興関連では、町指定無形民俗文化財「羊蹄太鼓」伝承のための後継者育成等のため、

前年度に引き続き「和太鼓」３台（平置台３台も含む）の購入と、現在使用している「和太鼓」

のうち５台を修繕し、文化交流としての普及活動促進を図りました。

スポーツ振興関連では、町営プール施設の老朽化により安全性への懸念があると判断し、令和

３年度から利用を休止しています。それに伴い、ホテルニセコアルペンのプール施設を活用した

代替施設利用事業を実施し、町営プールは建替に向けて検討を進めています。

総合体育館においては、コロナ禍においても町民がスポーツに親しむ機会を損なうことのない

よう、利用人数や時間の制限を行い、工夫しながら開放するなど、ウィズコロナを踏まえた施設

の運営を行いました。

また、スキーの町 50 周年記念事業として町民に対し改めてスキーの魅力を伝えるため、記念

講演やスノーリゾート利用事業などを実施しました。

文化福祉センターについては、大ホール東側避難口ドア更新工事を実施し、適切に施設の維持

管理を行うことができました。また、補正予算により各種施設設備の更新等を行いました。

社会教育関連として、絵本館まつりや子育て講座、ワンダーキッズ事業などの家庭教育、少年

教育事業を行いました。

また、町民向け英語研修や公民館講座、寿大学など青年・成人や高齢者に向けた社会教育事業

を実施しました。



7

(１)教育費予算の状況

単位:(円)

項及び目
予算現額

支出済額
翌年度

繰越額
不用額

当初予算額 補正予算額 流用等額 繰越事業費 計

１ 教育総務費 111,142,000 △ 7,788,000 △ 82,025 0 103,271,975 100,313,852 0 2,958,123

  ⑴ 教育委員会費 2,232,000 0 0 0 2,232,000 1,687,522 544,478

  ⑵ 事務局費 103,087,000 △ 7,788,000 △ 82,025 0 95,216,975 93,628,103 1,588,872

  ⑶ 財産管理費 5,823,000 0 0 0 5,823,000 4,998,227 824,773

２ 小学校費 274,590,000 3,510,000 0 4,500,000 282,600,000 252,177,546 1,410,000 29,012,454

  ⑴ 学校管理費 163,187,000 9,949,000 0 3,295,000 176,431,000 155,610,215
（明許）

19,410,785
1,410,000

  ⑵ 教育振興費 111,403,000 △ 6,439,000 0 1,205,000 106,169,000 96,567,331 0 9,601,669

３ 中学校費 105,805,000 16,615,000 450,000 17,763,000 140,633,000 128,435,456 410,000 11,787,544

  ⑴ 学校管理費 47,313,000 16,485,000 0 17,763,000 81,561,000 72,457,355
（明許）

8,693,645
410,000

  ⑵ 教育振興費 58,492,000 130,000 450,000 0 59,072,000 55,978,101 0 3,093,899

４ 社会教育費 154,077,000 1,742,000 △ 469,759 0 155,349,241 149,191,445 0 6,157,796

  ⑴ 社会教育総務費 52,100,000 601,000 △ 469,759 0 52,231,241 51,657,540 0 573,701

  ⑵ 公民館費 19,954,000 132,000 0 0 20,086,000 19,208,360 0 877,640

  ⑶ 青少年教育費 2,183,000 △584,000 0 0 1,599,000 1,121,572 0 477,428

  ⑷ 成人教育費 1,384,000 6,000 0 0 1,390,000 910,146 0 479,854

  ⑸ 青少年センター費 10,635,000 99,000 0 0 10,734,000 9,639,056 0 1,094,944

  ⑹ 文化振興費 3,718,000 0 0 0 3,718,000 3,640,280 0 77,720

  ⑺ 美術館費 35,044,000 6,086,000 0 0 41,130,000 39,843,301 0 1,286,699

  ⑻ 郷土資料館費 29,059,000 △ 4,598,000 0 0 24,461,000 23,171,190 0 1,289,810

５ 保健体育費 402,408,000 9,289,000 42,810 0 411,739,810 390,458,210 0 21,281,600

  ⑴ 保健体育総務費 41,094,000 14,636,000 469,759 0 56,199,759 50,796,875 0 5,402,884

  ⑵ 学校保健体育費 14,423,000 344,000 0 0 14,767,000 13,770,504 0 996,496

  ⑶ 体育館費 73,488,000 △ 17,913,000 0 0 55,575,000 54,284,010 0 1,290,990

  ⑷ 体育施設費 30,454,000 0 0 0 30,454,000 27,047,917 0 3,406,083

  ⑸ 町技普及振興費 38,950,000 △ 797,000 0 0 38,153,000 35,050,336 0 3,102,664

  ⑹ 学校給食センター費 203,999,000 13,019,000 △ 426,949 0 216,591,051 209,508,568 0 7,082,483

６ 文化福祉センター費 54,331,000 9,820,000 508,974 5,269,000 69,928,974 68,403,500 0 1,525,474

  ⑴ 管理費 54,331,000 9,820,000 508,974 5,269,000 69,928,974 68,403,500 0 1,525,474

７ 諸費 42,290,000 △ 15,385,000 0 0 26,905,000 24,926,008 0 1,978,992

  ⑴ 諸費 9,351,000 △ 1,932,000 0 0 7,419,000 6,767,515 0 651,485

  ⑵ 障害児教育振興費 32,939,000 △ 13,453,000 0 0 19,486,000 18,158,493 0 1,327,507

教育費計 1,144,643,000 17,803,000 450,000 27,532,000 1,190,428,000 1,113,906,017 1,820,000 74,701,983

  ※ 補正予算額には、流用増減額を含む。
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（２）民生費予算の状況（教育委員会所管分）

（３）教育費の諸率

単位:(円)

項及び目
予算現額

支出済額
翌年度

繰越額
不用額

当初予算額 補正予算額 流用等額 繰越事業費 計

  青少年相談費 2,751,000 25,000 0 0 2,776,000 2,612,481 0 163,519

単位:(円)

区分
予算

支出済額
翌年度

繰越額

諸率

当初 補正後 当初 補正後 支出済 繰越額 執行率

  一般会計総額 10,825,000,00013,569,868,00012,886,671,131 266,714,000 100.00 100.00 100.00 100.00 94.97

  教育費 1,147,394,000 1,193,204,000 1,116,518,498 1,820,000 10.60 8.79 8.66 0.68 93.57

  うち学校教育費 752,249,000 784,768,026 729,131,934 1,820,000 6.95 5.78 5.66 0.68 92.91

  社会教育費 395,145,000 408,435,974 387,386,564 0 3.65 3.01 3.01 0.00 94.85
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第２ 教育委員会の権限に属する事務の執行状況（教育長に委任できない事務）
１ 委任規則第１条関係

項 目 審 議 案 件

(1) 学校教育及び社会教育に関する一般方針を

定めること。
・教育行政執行方針の作成

(2) 学校、公民館その他の教育機関の設置及び

廃止を決定すること。
・東陵体育館設置管理条例の制定について

・倶知安町営プール立替に関する基本的な考えについて

(3) 教育財産の取得を申し出ること。 ・財産の取得について（移動式バスケットゴール購入）

(4) 道費負担職員の懲戒及び任免その他の進退

について内申すること。
・令和５年度教職員人事（管理職・一般教職員）について

(5) 教育長及び教育委員会事務局並びに公民館

その他教育機関（学校を除く。）の職員の人

事に関すること。

・倶知安町教育委員会人事について（４月１日付）

(6) 道費負担教職員の服務の監督の一般方針を

定めること。
・審議案件なし

(7) 学校、公民館その他の教育機関の敷地を選

定すること。
・審議案件なし

(8) 工事の計画を策定すること。 ・審議案件なし

(9) 教育委員会規則その他教育委員会の定める

規程を制定又は改廃すること。
・倶知安町学校管理規則の一部改正について

・倶知安町教育委員会が管理する個人情報の保護に関する

規則の制定について

・倶知安町教育長事務専決規程の一部改正について

・倶知安町教育委員会の職務に従事する職務の特殊性等が認

められる会計年度任用職員の給与等に関する規則の一部改

正について

(10)教育費予算その他議会の議決を得るべき議

案について意見を申し出ること。
・教育費予算 当初予算（１回）、補正予算（5回）

(11)社会教育委員その他教育委員会附属機関の

委員を任命すること。
・倶知安町スポーツ指導員の任命について

・美術館等運営協議会委員の任命について

・倶知安町奨学生選考委員会委員の任命について

・倶知安町学校給食運営委員会委員の任命について

・倶知安町社会教育指導員の任命について

・倶知安町学校運営協議会委員の任命について

・倶知安町社会教育委員の任命について

(12)学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設

定し、又はこれを変更すること。
・審議案件なし

(13)教科用図書の採択に関すること。 ・令和５年度使用教科用図書及び小・中学校特別支援学級教

科用図書（一般図書）の採択について

項 目 審 議 案 件

(14)請願・陳情等を処理すること。 ・審議案件なし
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２ 委任規則第１条第２項関係

３ 委任規則第２条関係

４ 委任規則第３条第２項関係

５ 専決規程第２条関係

６ 法第１０条及び第１３条第２項関係

(15)法第 27 条第１項に規定する教育委員会の権

限に属する事務の点検及び評価を行うこと。

・教育委員会の所管事務に係る自己点検・評価（２回）

(16)教育委員会の行う表彰に関すること。 ・令和４年度倶知安町スポーツ表彰被表彰者の諮問及び決定

(17)文化財の指定及び解除に関すること。 ・審議案件なし

項 目 報 告 案 件

学校教育及び社会教育に関する事務並びに教育

委員会から報告を求められた事項

・一般行政報告（６回）

・要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況（６回）

・令和４年度会計年度任用職員の任用について（５回）

・社会教育施設個別施設計画策定業務の状況について

・町営プール立替及び絵本館の件等について

・青少年センター（絵本館）の状況について

・倶知安町適応指導教室事業の実施について

・町営プール建替に向けた基本構想策定業務の状況について

・倶知安町教育委員会事務局組織規則の一部改正について

・倶知安町教育委員会の職務に従事する職務の特殊性等が認

められる会計年度任用職員の給与等に関する規則の一部改

正について

項 目 審 議 案 件

教育長に委任された事務のうち、重要又は異例

の事態が生じた事務

・定例教育行政報告（４回）

・倶知安町奨学生の諮問及び決定

・学校給食費の諮問及び決定

・倶知安町営プール建替基本構想に関する諮問について

・令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について

・令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道

版結果報告書」への市町村別結果の掲載について

項 目 報 告 案 件

教育委員会の権限に属する事務で、教育長が臨

時に代理した事務

・令和５年度教育費当初予算（重点事項）について

・令和４年度教育費補正予算について（４回）

項 目 報 告 案 件

教育委員会の権限に属する事務で、教育長専決

した事務

・審議案件なし

項 目 審 議 案 件

教育長・教育委員の辞任及び教育長職務代理の

指名に関する事務

・審議案件なし
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

第３ 教育委員会の権限に属する事務の執行状況

（1）子どもの教育の充実

【めざす姿】

子どもたちの「生きる力」の基本となる「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育成し、
「知・徳・体」のバランスのとれた人づくりをめざします。

【これまでの現状と課題】

●児童生徒数の動向を踏まえ、今後の教育のあり方や学校施設・設備等の整備について検討を進め
ていく必要があります。

●子どもが地域との関わりを深め、地域について学ぶとともに、世代間交流の推進や地域資源・教
育力の活用が求められています。

●子どもたちの食生活の乱れが指摘されている中、安全・安心な学校給食の提供を通じて、食に対
する正しい知識を身に付ける食育に関する取組を進める必要があります。

●子どもたちの豊かな学びを支えていくためには、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を自覚し、
連携・協力をしながら、地域社会全体で子どもたちの教育を支援する必要があります。

●子どもが成長していく過程において、実際に見て触れる「体験活動」は、豊かな人間性、生きる
力の基盤を育むための大きな役割が期待されます。

●社会の急速な変化や携帯型情報端末の普及に伴い、子どもたちの基本的な生活習慣が乱れてきて
いる傾向にあります。

【具体的な施策の方向】

① 学習指導の充実
○「社会を生き抜く力（夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要な力）の基本となる「確かな
学力」、「豊かな心」、「健やかな身体」の調和のとれた育成に取り組みます。

○発達に課題の見られる子どもなどへの幼児期からの適切な支援を行うため、関係機関と連携した
教育相談や就学指導の充実を図り、子どもの適切な学びの場を保障していきます。

○事業の実績・成果
・自己評価

・規則に基づき、教育委員会議に付さなければならない案件は審議案件と

して協議されました。

・教育長に委任された事務のうち、重要又は異例なものとして教育委員会

の議決を経ておくべきと判断した事務について議案提出しました。

・その他教育長が専決した事務について、直後に開催される会議において

説明・報告し、教育委員全員の理解が得られるよう努めました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・各教育関係施設では、施設・設備の老朽化やＩＣＴ教育、教育施策の中・

長期的な計画を策定し整備等を行う必要があります。

〇教育関係者による評価
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【令和４年度の具体的な取組の状況】

事 業 活 動 内 容

・学習指導の充実 （参 5）
Ａ

・毎年実施している全国学力・学習状況調査を自校採
点や分析をし、授業の中で指導に生かすよう取り組
みを行いました。また、児童生徒の実態に応じた習
熟度別学習やティーム・ティーチングによる指導、
放課後や長期休業を活用した補充学習の取組みを行
いました

・小中学校においては「町内６校で統一した独自の取
組」として、義務教育９年間で資質・能力を段階的
に積み上げていく「倶知安プラン」を推進していま
す

・教員定数の加配 （参 5）
Ａ

以下のとおり配置しています
・指導方法工夫改善加配（倶小 1北陽小 1）
・通級指導加配（倶小 4、北陽小１、東小１、西小 2）
・小学校体育エキスパート加配（北陽小１）
・児童生徒支援加配（倶中 1）
・養護教諭加配（倶中 1）

・学力向上支援事業 （参 6）
Ａ

・倶知安中学校への町費教員１名を配置しました
・各学校に学習支援員 11名を配置しました

・教員の資質の向上 （参 6）
Ａ

・道教委が開催する研修や、長期休業中における教育

研究機関の研修、自校研修等により、教員の資質向

上と若手教員の育成を図りました

・学校図書の充実 （参 7）
Ａ

・各校で図書を購入して充実を図っており、標準冊数
を上回っています

・特別支援教育の充実 （参 7）
Ａ

・早期支援コーディネーターの配置と、倶知安町教育
支援委員会の開催により要支援児の把握と早期支援
に向けた幼・保、小・中の連携が図られました

・就学指導事務 （参 8）
Ａ

・就学時の保護者へ就学に関する保護者説明会を開催
しました

・就学前に知能スクリーニンクﾞ検査と、就学時簡易
検査を実施しました

・個別に支援が必要な子どもの保護者との教育相談や
就学指導を実施しました

・町福祉部局、幼・保、小・中学校とあらゆる機関と
連携し、子どもたちのきめ細かな指導ができるよう
協議を行いました

・通級指導 （参 8）
Ａ

・通級指導教室は倶知安小学校、北陽小学校、東小学
校、西小学校に自校開設し、令和４年度から倶知安
小学校の教員が倶知安中学校、西小学校の教員が樺
山分校に巡回指導を開始しました。町内で 104 名
（R3：97 名）が利用しています

・２学期制の教育活動 （参 9）
Ａ

・町立小・中学校全校に２学期制を導入しています

・特色ある教育活動 （参 9）
Ａ

以下のとおり各校で実施しています
・倶 小：遠足引率（互輪町内会）、職場見学

※例年実施の生活・白樺発表会は学習発表
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会に統合されました
・北陽小：ふれあい学習
・東 小：地域教育研究会、田植え・稲刈り体験学習
・西 小：キャリア教育、田植え体験（中止）
・西小樺山：全校フィールドワーク

※例年実施の樺山タイムは日課の変更に
より、取組を終了しました。

・倶 中：キャリア教育（職場訪問や職場体験）
総合的な学習での伝統芸能体験・講話学習

※コロナ禍により中止又は取り組み方法の変更があり
ました

・読書活動の充実 （参 10）
Ａ

・朝読書等の取り組み状況
倶 小：週４回 10分（全校）
北陽小：週３回 15分（全校）

週１回絵本読み聞かせ（低学年）
東 小：週１回 15分（全校）

月１回絵本読み聞かせ（全校）
西 小：週５回５分（全校）

※調べ学習、給食時間後に積極的な読書推進
西小樺山：毎日 10分（全校）

週１回絵本読み聞かせ（低学年）
倶 中：毎日 10分（全校）

・いじめ不登校対策 （参 10）
Ａ

・各学校で「いじめアンケート」を実施しました
（２回）
・いじめの早期発見とスクールカウンセラーを活用し
た悩み相談を実施しました

・早期支援コーディネーターを中心に中学校と連携
し、不登校生徒への支援や指導を行いました

・児童生徒の健康管理 （参 11）
Ａ

・内科検診、歯科検診、心臓検診、尿検査等の実施
と、希望者に対するフッ化物洗口を実施しました

・スキー学習等の推進 （参 11）
Ａ

・スキー授業に外部指導者を活用しました
・クロカン用具購入やスキー授業用バスの借り上げを
行いました

・体育大会への参加奨励 （参 12）
Ａ

・中体連等各大会出場に対する補助を行いました

・教職員健康診断 （参 12）
Ａ

・教育職員の健康診断と、人間ドックの受診について
町が負担しました

・ストレスチェックを導入し、職員の心身の健康管理
を行いました

・就学時健康診断の実施 （参 13）
Ａ

・新年度就学児童に対する、内科、歯科、視力検査、
聴力検査を実施しました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

② 教育環境の整備
○教材・教具や学校図書の充実を図ります。

○老朽化が進む学校施設については、「学校施設長寿命化計画」に基づき整備を進めます。

○小学校の適正配置は、今後の本町の教育環境に大きな影響を与えることから、慎重に考え、

子ども達にとって望ましい教育環境を整備するよう検討します。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

○事業の実績・成果
・自己評価

・中学校の学級編制の状況から、町費で１名臨時教員を配置するなど、

きめ細やかな学習指導・生徒指導を実施できました。

・教育委員会に早期支援コーディネーターを配置し、要支援児の把握と
早期支援に向けた幼・保、小・中の連携が図られました。

・令和４年度の通級指導教室の設置・指導体制は、倶知安小学校、北陽

小学校、東小学校、西小学校に自校開設し、令和４年度から倶知安小

学校の教員が倶知安中学校、西小学校の教員が樺山分校に巡回指導を

開始し個別の支援を要する子どもへの指導体制の充実を図りました。

・学校図書の充実を図りました。

・スキー授業に外部指導者の派遣を行い、授業の充実を図りました。

・小中学校においては「町内６校で統一した独自の取組」として、義務

教育９年間で資質・能力を段階的に積み上げていく「倶知安プラン」

が各学校において浸透した取組みとなってきています。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・早期支援コーディネーターの人材確保に向けて関係機関との情報共有
や検討を進めていきます。

・学習支援員の支援が必要な学校の適正な人数を把握し、必要に応じた
人員配置の検討を進めていきます。

・不登校対応として学校と連携した適応指導教室を本格稼働します。

〇教育関係者による評価

事 業 活 動 内 容

・教材の整備 （参 14）

Ａ

以下のとおり整備を行いました

・クロスカントリースキーを購入しました

（倶小・北陽小・樺山分校）

・音楽備品を購入しました（倶中）

・特別支援学級用備品を購入しました（北陽小・西小）

・学校施設・設備の維持補修（参 14）

Ｂ

・北陽小学校体育館屋上防水改修工事及び各学校に網

戸設置工事を行い、その他施設修繕を行いました

・学校施設・設備の維持管理（参 15）

Ｂ

・学校長寿命化計画や保守点検により施設・設備の維

持管理を行いました

・教職員住宅の維持管理 （参 15）

Ｂ

・教職員住宅の修繕及び空き住宅の除排雪管理を行い

ました



15

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

③ -１ 情報・コミュニケーション教育の充実
○学校のＩＣＴ環境の整備を進めます。

〇国のＧＩＧＡスクールネットワーク構想による、各学校に情報通信機器等の整備を進めます。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

○事業の実績・成果
・自己評価

・学校備品の整理、また各校の要求に応じ備品の購入を行いました。

・北陽小学校体育館屋上防水改修工事を行いました。

・倶知安中学校体育館バスケットゴール移設工事を行いました。

・学校施設において、予算の範囲内ではありますが、最低限修繕が必要な箇

所を改善できました。
・教職員住宅については、緊急性が高いものから順次修繕を行いました。

Ｂ
（達成率 85％）

○来年度への課題・
改善点等

・学校施設長寿命化計画に基づいた施設の維持管理を行うことを基本としな

がら、緊急的に修繕が必要な箇所は対処を進め、施設の劣化防止に努めて

いきます。

〇教育関係者による評価

事 業 活 動 内 容

・教育用ﾊﾟｿｺﾝ機器等の整備（参 16）

Ａ

・ＧＩＧＡスクール構想の対応として、1 人 1 台端末

の追加購入をしました

・購入した端末の初期設定業務を行いました

・ネットワークアセスメントを行いました

・ＧＩＧＡスクールサポーター及びＩＣＴ支援員を配

置し、学校における本格運用に向け技術面から迅速

に対応しました

・通信環境未整備世帯に対するモバイル Wi-Fi ルータ

ーの貸出しを行いました

・教職員の校務支援システムの利用促進に向けて整

備・サポートを行いました

○事業の実績・成果
・自己評価

・経験豊富なＧＩＧＡスクールサポーター及びＩＣＴ支援員を配置すること

ができました。

・モバイル Wi-Fi ルーターを準備し、持ち帰りによる端末の活用を円滑に行

いました。

・教職員の校務支援システムの活用が進み、教職員の時間外勤務の縮減
や事務改善を行うことができました。

Ａ
（達成率 90％）
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【教育関係者による評価】

③ - ２ 情報・コミュニケーション教育の充実
〇小学校の英語教育の充実に向け、引き続き英語専科教員を活用した授業を行います。

〇質の高い英語教育を小学校から中学校へ引き継ぐとともに中学校英語教諭の能力向上を目的に、
「サポートティーチャー」を活用した事業を展開します。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

○来年度への課題・
改善点等

・端末を有効に活用するために、教職員の研修が必要です。

・端末の活用促進に向けデジタル教材等の導入検討を進めます。

・１人１台端末のサポート期間終了に対する更新の準備を検討します。

〇教育関係者による評価

事 業 活 動 内 容

・小中高英語連携事業 （参 16）
Ａ

・コロナ禍により直前で中止となりましたが、イング
リッシュキャンプの開催準備に取り掛かりました

・今後の開催方法の在り方についての検討材料が見つ
かった

・小学校英語教育事業 （参 17）
Ａ

・小学校における英語授業を民間業者への委託により
オールイングリッシュで実施しました

・中学校英語教育事業 （参 17）
Ａ

・中学校英語の学びの質の向上と、小・中の連携を強化
するため「サポートティーチャー」を活用した業務を

委託により行いました

○事業の実績・成果
・自己評価

・町内小学校における外国語及び外国語活動において、民間業者への委託に

より英語専科教員とアシスタントが巡回し、オールイングリッシュによる

英語授業を行うとともに、町内の 6年生に対しケンブリッジ英検を実施し

ました。

・中学校にサポートティーチャーを配置し、中学校の英語授業の改善と教職

員の質の向上を図りました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・町内６年生のケンブリッジ英検を行い、事業効果の検証を行います。

・小学校から中学校へのつなぎ目を重要視した取り組みを行えるよう委託先

と学校の連携を引き続き図ります。

〇教育関係者による評価
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④ 安全・安心な学校給食の提供
○給食センターは、地産地消食育推進施設としてより多くの地元食材を活用し、安全で安心な給食
の提供に努めます。

〇アレルギーを有する児童生徒には、医師の診断書をもとに各小中学校と連携しながら「町教育委
員会食物アレルギー対応の手引き」に沿った給食の提供を行います。

〇各学校での給食指導や教科指導に栄養教諭が積極的に関わるなど、計画的な食育指導を推進しま
す。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

事 業 活 動 内 容

・安全な学校給食づくり （参 18）

Ａ

・給食食材への地場産・道内産食材を使用しました

・物価高騰下においても臨時交付金を活用しながら給

食費を値上げすることなく、安定した給食の提供を

行いました

・学校給食センター施設設備の維持管

理 （参 18）

Ａ

・施設・設備に伴う保守点検委託等を実施しました

・学校給食費の徴収事務 （参 19）

Ａ

・給食費の口座振替による納入の推奨を行っています

・未納世帯には電話による督促、臨戸徴収を実施しま

した

・学校給食センター調理等業務委託

（参 19）

Ａ

・調理業務の民間委託を行いました

・安心安全な学校給食の提供・衛生管理体制の整った

洗浄業務を実施しました

・学校給食費の第３子無償化 （参 20)

Ａ

・町内の小中学校に３人以上の児童生徒が通っている

第３子以降の児童生徒の給食費を免除しました

小学生６９名、中学生０名

・食育の推進 （参 20）

Ａ

・栄養教諭による食育指導や給食献立の充実、地場産
物の積極的な活用を図りました

○事業の実績・成果
・自己評価

・安全安心で信頼のおける学校給食の提供を目指し、地場産・道内産、国内

産の順序で食材を活用し、学校給食の充実に努めました。じゃがいもは年

間を通して倶知安産を使用していますが、令和４年度は「男爵」の他に

「とうや」「きたかむい」の２品種を提供しました。

・食物アレルギー対応については、保護者、学校関係者、教育委員会、
調理委託業者と連携し、確実に実施しました。

・学校給食費の徴収事務については徴収率１００％となりました。

・調理については業務委託にて実施いたしました。
・引き続きＨＡＣＣＰ（世界的に導入されている食品の衛生管理に関す

る手法のことで、ハサップと読みます）に沿った衛生管理の徹底を実

施しています。また、大きな事故や配送の遅延も無く、給食の提供を

行いました。

・第３子以降の給食費の無償化を引き続き行いました。

・物価高騰下においても臨時交付金を活用しながら給食費を値上げする

ことなく、安定した給食の提供を行いました。

・食育においては小学校において学年別テーマに沿って実施し、児童の食の

理解が深められました。

Ａ
（達成率 90％）
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【教育関係者による評価】

⑤ 学校・家庭・地域の連携、協力

○学校・家庭・地域が一体となった子どもを取り巻く教育支援体制を構築します。

○学校教育と社会教育の連携を強化します。

〇学校運営協議会制度（コミュニティースクール）を町内全小中学校で導入します。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

・令和３年度から初めた取組ですが、倶知安農業高校生が生産した農産物を

活用した給食を町内小中学生に提供しました。

○来年度への課題・
改善点等

・給食センターが稼働し６年が経過、施設設備について修繕箇所が少し
ずつ起きていることから、大きな事故を未然に防ぐための機器保守点
検業務、維持管理のための予算計上が必要です。

・安全な給食提供のため緊張感をもった調理業務及び施設維持を進めます。

・給食費において、物価高騰に対応する保護者負担軽減対応を図ります。

〇教育関係者による評価

事 業 活 動 内 容

・学校評価 （参 21）

Ａ

・学校自己評価を実施：６校（公表６校）

・学校関係者評価を実施：５校（公表５校）

・学校運営協議会（コミュニティース

クール）の設置 （参 21）

Ａ

・倶小７名、北陽小６名、東小８名、西小５名

西小樺山６名、倶中８名を委嘱しました

・地域学校協働活動の実施（参 22）

Ａ

・地域学校協働活動推進員３名を委嘱し、地域連携活

動を実施しました

・登下校の安全対策 （参 22）

Ａ

・通学路安全推進会議を開催し、関係機関・団体によ

る合同点検を行いました

○事業の実績・成果
・自己評価

・各校に学校運営協議会委員を配置し、学校・保護者や地域の連携による学

校運営の改善や児童生徒の健全育成に取り組みました。

・地域学校協働活動推進員を任命し、地域連携活動の旗振り役として、学校

と協働による連携事業を行いました。

・コミュニティ・スクール通信等の活動紹介の媒体を作成し、地域連携活動

の広報を行いました。

・通学路合同点検を実施し、児童・生徒の安全な登下校に関し、各校や関係

機関と共通認識を図りました。

・外部講師を（スキー指導等）を依頼し、学校教育へ関わりを持っていただ

けました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・令和４年度は､全ての小中学校において学校運営協議会制度を導入し、同

時に地域学校協働活動を推進する体制を整えることができました。
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【教育関係者による評価】

⑥ 体験活動の充実
○文化・スポーツなどの様々な体験活動を通じて、「知・徳・体」の成長、「豊かな心」「生きる
力」の育成に努め、社会で求められる「解」がない中でも知恵を出すことができる子どもたちを
育てていきます。

〇進学や就職などで一度は故郷を離れた子ども達が、将来的に再び生まれ育つ故郷に帰ってきたく
なるような郷土愛を育んでいけるよう取り組みます。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

⑦ 各種支援事業の推進
○児童・生徒が、安心して学校生活を送られるよう、金銭的な支援の整備や充実を図ります。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

・引き続き地域社会とのつながりを担う中で、活動を通じて子どもたちの成

長を支えていきます。

・通学路の安全確保に関係機関と情報共有していきます。

〇教育関係者による評価

事 業 活 動 内 容

・修学旅行・宿泊学習の実施（参 23）

Ａ

・コロナ禍ではありましたが、感染症対策を行いなが

ら修学旅行・宿泊学習を実施しました

○事業の実績・成果

・自己評価

・コロナ禍ではありましたが、感染症対策を行いながら各学校で行先・
行程・内容について精選し修学旅行・宿泊学習を実施しました。

・コロナの感染状況により延期となった学校の修学旅行費のキャンセル料を

コロナ臨時交付金により町負担にて対応しました。Ａ
（達成率 95％）

○来年度への課題・

改善点等

・引き続き感染症対策を検討しながら実施していきます。

〇教育関係者による評価

事 業 活 動 内 容

・通学バスの運行 （参 24）

Ａ

・遠距離通学の児童生徒に通学バス・スクールワゴン

の運行を行いました

・就学援助 （参 24）

Ａ

・対象家庭へ就学援助費を支給しました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

（2）家庭の教育力向上を図る子育て支援

【めざす姿】

●家庭の教育力向上に主眼を置き、様々な角度からその方策を探るため、親子での学習や親同士が

集い学び合う機会の提供と支援を行います。

●子育て世代への学習機会や情報提供の充実に努めます。

●関係機関との連携と情報の共有を図り、地域全体で子育てを支援できる体制づくりに努めます。

【これまでの現状と課題】

〇少子高齢化や核家族化、母子・父子家庭の増加などにより、子どもたちを取り巻く環境や生活様

式等が大きく変化しており、家庭における教育力の低下が指摘されています。

〇家庭内でのコミュニケーションが不足することなく、すべての親が家庭教育を安心して行えるよ

う、家庭教育の自立性を尊重しつつ、親の学びの機会や発達の段階に応じた子育てについての情

報を提供するなど、地域社会が一体となって子育てを支えていく必要があります。

〇家庭教育支援に関わる取組として、子育て講座の実施や子育てサークルとの連携・協力を図って

います。また、関係機関との連携や情報の共有を行っています。

・「子育て講座」は家庭教育の重要なポイントであり、取組や内容の更なる充実を図る必要があ

ります。

・関係機関や他部署との連携の強化を図ることが必要です。

・奨学金の支給 （参 25）

Ｂ

・高校・大学選考対象者に対し、奨学金を支給しまし

た

・高校教育の振興 （参 25）

Ａ

・倶知安農業高等学校教育振興会へ補助しました

○事業の実績・成果
・自己評価

・通学バス・スクールワゴンは、遠距離通学の児童生徒の負担を軽減する

ために運行しており、登下校の安全が確保されました。

・町内の高校に通う高校生のスクールバス混乗を行いました。

・奨学金は、経済的な理由により就学が困難な学徒に対し支給しており、

有能な人材の育成と就学費負担の軽減となっています。

・倶知安農業高等学校教育振興会への補助は、産業の担い手・後継者の育

成・確保につながっています。

・就学援助について、経済的理由により就学が困難な児童生徒の保護者へ

必要な援助を行いました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・奨学金について、周知方法についても工夫するなど改善を図りながら奨学

金の給付事業を継続していきます。

・スクールバス利用者のアンケートを引き続き行います。

・道立高校の存続や入学者確保に関する取り組みへの支援を行います。

〇教育関係者による評価
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【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

（３）郷土に生きる力を育む少年教育

【めざす姿】
●郷土が誇る大自然の中でのさまざまな体験活動を通して、「知・徳・体」の成長、「生きる

力」の育成に努めます。

●健全な青少年を育む世代間交流や、国際化社会に対応した事業を推進します。

●子どもたちが自主性、社会性を身に付けるための事業の充実に努め、将来を担う人材を育成し

ます。

●家庭・学校・地域の連携を深め、子どもの安全安心を守り、子どもたちの健やかな成長を育ん

でいきます。

事 業 活 動 内 容

・子育て講座 （参 26）
Ａ

・公民館文化講座と共同で開催し「アロマ教室・親子

でフィットネス」など計８回開催しました

・世代交流センター運営事業（参 26）
Ｂ

・新型コロナウイルス感染症の影響で利用制限を強い

られた期間もありましたが、感染防止対策を講じ運

営を行いました

・絵本館管理運営事業 （参 27）
Ｂ

・新型コロナウイルス感染症の影響で利用制限を強い

られた期間もありましたが、感染防止対策を講じ運

営を行いました
・校下家庭教育学級 （参 27）
Ａ

・新型コロナウイルス感染症の影響で事業実施なしが

続いておりましたが、令和４年度は樺山分校にてＰ

ＴＡが主催する講座が開催されました。

○事業の実績・成果
・自己評価

・引き続きコロナ対策が優先されましたが、感染対策を講じた中で「絵

本館まつり」と「子育て講座」を実施できました。

・「子育て講座」を公民館講座と共同で実施し、講座中の託児を行うな

ど、関係団体との連携のもとで、保護者が参加しやすいよう創意工夫

を図りました。

・絵本館ワークショップを開催し、建替を控える中で絵本館の在り方や

必要な機能を地域目線で検討しています。（令和５年度継続）

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・コロナによる行動制限等が段階的に解除されることが予想されるた

め、全事業が行えるよう準備を進める必要があります。

【世代交流センター、青少年センター、絵本館運営事業】
・プール施設と併せて建替計画が進められていることから、ワークショ
ップやアンケ―トなどでニーズを吸い上げ、適切な施設規模等を検討
していきます。

〇教育関係者による評価
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【これまでの現状と課題】

〇近年、インターネットやＳＮＳ（会員制交流サイト等）の急速な発達・普及により、子どもた

ちがトラブルに巻き込まれるケースが増加し、ゲームが人格崩壊を招いていると言われるほど

ゲーム依存が大きな問題になっています。

〇最近の児童生徒は、少年団活動や部活動、習い事などに時間を割かれているとともに、地域の

活動や行事の開催が困難な地域が多くなっており、コミュニケーション能力の不足など、社会

性が低いことに起因するいじめや不登校、人間関係上のトラブル等が懸念されています。

・いろいろなヒト・モノ・コトに実際に触れ、関わり合う「直接体験」ができる事業の更

なる充実が求められています。

・社会の変化に主体的に対応できる「生きる力」を養う必要があります。

・家庭・学校・地域との連携や関係機関との協力が不可欠です。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

事 業 活 動 内 容

・ワンダーキッズ事業 （参 28）
Ａ

・郷土が誇る恵まれた自然環境の中で、新たなメニュ

ーを取り入れるなど文化・スポーツ等活動を７回行

いました

・子ども特派員派遣事業 （参 28）
Ｂ

・実施に向けて参加者を募集し事前研修を進めていま

したが、コロナ感染拡大防止のため、特派員派遣は

中止となりました

・青少年育成会補助事業 （参 29）
Ａ

・運営に対する補助を行いました

○事業の実績・成果
・自己評価

・新型コロナウイルス感染症の影響で事業を実施できなかった事業もあ

りましたが、感染対策の工夫を図りながら各事業に取り組みました。

・ワンダーキッズは、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、全９

回の開催を予定していましたが、悪天候による中止もあり７回の開催

となりました。令和３年度から小学５年生を対象していたものに新た

なリーダー枠を設け、小学６年生も参加させることができました。活

動においては、伝統・文化・芸術・スポーツなどを主としたさまざま

な体験型の学習をすることで児童の視野を広げることができていま

す。また、ほかの学校の児童と共に活動することで友達関係が広がっ

ています。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・コロナ対策の観点から学校外での育成活動は実施が難しく、子どもた
ちの地域学習や交流の場が減少していました。これらの活動を適切な
あり方を検討しながら取組む中で、青少年育成を図っていく必要があ
ります。

〇教育関係者による評価
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（４）仕事と生活の調和を図る生き方の実現

【めざす姿】
●学習ニーズの把握に努め、魅力ある講座やグローバル社会に対応した事業の推進に努めます。

●関係団体やサークル団体との連携を強化して、学習機会の提供に努めます。

●社会の一員としての自覚と責任感、社会性を身に付けて、住民の共助によるまちづくりをする人

材の育成に努めます。

【これまでの現状と課題】

〇青年期は、自立心や協調心などが醸成され、余暇の時間を利用して、趣味や関心に沿って仲
間をつくります。社会参加の体験を通じて、精神的にも身体的にもひとりの人間として自立
した大人へと成長する時期であり、将来へのあらゆる可能性を持った年齢期であります。

〇成人は地域の中心的存在として目標や課題意識を持って積極的に活動し、能力を地域づくり
に発揮することが期待されます。しかしながら、仕事や育児、介護など家庭生活を指させて
いくために費やされる時間が増え、学習する時間の確保や地域行事への参加が困難な現状に
あります。さらには、地域社会への参画に関心が低く、わずらわしく感じている人もいるた
め、地域社会へ一歩を踏み出すための機会の提供が求められています。

〇本町では、公民館文化講座の開設や各団体・サークルとの連携・協力を図り、サークル活動
支援の充実と幅広い分野の発表の場（町総合文化祭）の提供を行っており、今後は町民の学
習ニーズの把握や日常生活の状況を把握し、より良い情報の発信や学習機会を提供し、青
年・成人期の方々の交流の場やネットワークづくりにも繋がるように取り組む必要がありま
す。
・時代の流れや変化とともに町民の学習ニーズも変わっていくのでプログラムや内容の工夫
が必要です。

・青年リーダーの育成や発掘、男女平等、ワーク＆バランス（仕事と生活の調和）等の意識
改革も同時に必要となってきています。

・外国人定住者も参加しやすい講座や文化的な交流の促進が求められています。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

事 業 活 動 内 容

・町民向け英語研修 （参 30）

Ａ

・町民向け英語研修を実施しました

（２コース・延べ 32回実施）

・はたちのつどい事業 （参30）

Ａ

・令和５年１月８日に実施しました

・公民館文化講座事業 （参 31）

Ａ

・各種講座を実施しました

・図書室運営事業 （参 31）

Ａ

・図書貸借等を実施しました

・電子書籍の貸借等を実施しました

・文化協会補助事業 （参 32）

Ｂ

・文化協会への補助を行いました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

○事業の実績・成果
・自己評価

・英語研修については、日常的に使われる一般初級英語にフォーカス
し、「聞く」「話す」に主眼をおいた会話を中心としたプログラムを
行うことで、英語に対する「ことばの壁」を緩和することにより、町
民の英会話能力の底上げを図ることを目的とした町民向けの英語研修
事業を実施しました。
アンケートの集計結果から、「大変有意義だった」または「有意義だ
った」の回答が８～９割を占めており事業の実施については効果的で
あったと考えられます。

・公民館文化講座については、前期講座として７講座延べ３２７名が受

講し、後期講座は２講座延べ５９名が受講しました。

・図書室運営事業については、貸出冊数 23,965 冊で前年より 2,300 冊ほ

ど減少しており、電子図書館利用による減少と考えられます。また、

10 月末より電子図書館システムを導入し、運用を開始いたしました。

合わせて町内小中学校児童生徒教員全員にアカウントを付与し、利用

を促しました。年度末の実績は、登録者数 5,487 名、延べ貸出冊数

4,270 冊となっております。

・文化協会補助事業については 1,025 千円を補助しましたが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響から一部事業の中止を考慮し、補助決定額を

減少させております。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・町民向け英語研修講座について、倶知安町の実態を反映させた新たな
コースを設置し工夫をしながら実施できましたが、外国人住民も多い
実情から交流の機会をもうけるなど、引き続き実施方式の工夫を図り
ます。

・公民館文化講座は住民ニーズの把握に努め、人気の講座を残しつつ、

新たな講座開講に向け、講師を探す等将来的には新たな文化サークル

開設に繋げられる講座を模索しつつ、開講していきます。また、受講

者からの継続希望の多い講座は来年度以降も継続して開講できるよう

講師と調整を行っていきます。

・図書室運営事業については、継続実施とし、電子図書館については、

継続運用を進め、さらに町民への利用啓発の一環として「スマホ教室

＋電子図書館体験会」の実施を目指します。

・文化協会補助事業については、引き続き補助を継続し、町内の文化活

動を支援していきます。

〇教育関係者による評価
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（５）持続可能な生きがいづくりの推進

【めざす姿】
●関係機関と連携を図りながら、高齢者のニーズを把握し、時代の変化に応じた生きがいを高める
ことができる学習機会の提供に努めます。

●長年培ってきた豊かな人生経験を生かせる交流活動や、ボランティアなどの第三者のための活動
を推進し、高齢者が生きがいを持って生活できるような事業の推進に努めます。

【これまでの現状と課題】

〇健康で充実した高齢期を送られるよう、生きがいや健康づくりに関する学習支援を行うととも
に、高齢者の豊かな経験や知識、技能を生かし、社会教育活動が実践できる機会や場を充実させる
ことが大切になります。
〇社会に参加する喜びを深め、健康長寿の生活を送る上で大切な生きがいを持てるボランティア活
動の推進が望まれています。
・世代間交流や社会参加活動、ボランティア活動などの機会を確保することが必要です。
・高齢者自身が健康で、生きがいを持って、主体的に地域に貢献できるような学習機会や情報
の提供が求められています。

・高齢者の豊かな経験や、知識、技能を生かすため、先進的な活動等の情報提供や人材ネット
ワークづくりなどの環境を整えることが必要です。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

事 業 活 動 内 容

・寿大学事業 （参 33）

Ａ

・開講式と学習講座を９回実施しました

○事業の実績・成果
・自己評価

【寿大学】
・町内の６５歳以上の方を対象に、生涯学習の１コマとして心身ともに
健康で明るく生きがいのある生活を送ることを目的として、各種講座
を行いました。

・引き続きコロナ対策を優先し、規模の縮小を強いられましたが、大学
という名で講座を開講することで、参加者の学習意識を高めることが
でき、さらに、新たな試みとして、農高とのコラボ事業であったり町
外での体験活動を実施することができ、非常に満足度・充実度の高い
ものにすることができた。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・高齢化社会が進む中、高齢者自身が健康かつ生きがいを持って、主体

的に地域に貢献できるような場や活動が求められており、それらを実

現するための対策が必要です。

〇教育関係者による評価
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（６）生涯にわたるスポーツ振興

【めざす姿】
●各種講習会やイベントの開催により、スポーツの基礎的技術や体力の向上、健康づくりの推進に

努めます。

●スポーツ団体や少年団活動などの支援及び指導者の発掘と育成に努めます。

●誰もがスキーに親しめる環境の整備に努めます。

●関係機関や各スポーツ団体と連携を図り、様々なスポーツを体験できる環境の整備とスポーツ全

般における底辺の拡大に努めます。

【これまでの現状と課題】

〇スポーツは、人生をより豊かにし、充実したものとするとともに、人間の身体的・精神的な欲求
にこたえる世界共通の人類の文化の 一つです。

〇心身の両面に影響を与える文化としてのスポーツは、明るく豊かで、活力に満ちた社会の形成や
個々人の心身の健全な発達に必要不可欠なものであり、人々が生涯にわたってスポーツに親しむ
ことは、極めて大きな意義があります。

〇すなわち、スポーツは、体を動かすという人間の本源的な欲求に応えるとともに、爽快感、達成
感、他者との連帯感等の精神的充足や楽しさ、喜びをもたらします。さらには、体力の向上や、
精神的なストレスの発散、生活習慣病の予防など、心身の両面にわたる健康の保持増進に資する
ものです。特に、高齢化の急激な進展や、生活が便利になること等による体を動かす機会が減少
している現代において、生涯にわたり、スポーツに親しむことができる豊かな「スポーツライフ」
を送ることには大きな意義があります。

〇本町においては、町技であるスキーを子どもから大人まで、町民の誰もが気軽に楽しめるよう、
旭ヶ丘スキー場の整備やリフト無料開放日の設定、クロスカントリースキーの無料貸出しなどを
行いながら、普及・促進を図っています。

〇また、総合型地域スポーツクラブ「じゃが太スポーツクラブ」を立ち上げ、スポーツ振興による
住民の健康増進・予防医療・介護予防などを探っています。
・スポーツに対する町民のニーズも変化していくので、事業の創意工夫が必要です。
・町のスポーツ指導員や各スポーツ団体指導者の養成・確保が必要です。
・各種スポーツの底辺拡大が必要です。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

事 業 活 動 内 容

・学校開放事業 （参 34）

Ａ

・町内小中学校４校の夜間開放を実施し、スポーツ団

体等への貸出しにより、日常的な運動機会の確保を

図りました

・総合型地域スポーツクラブ推進事業

（参 34）

Ｂ

・スポーツ協会への補助を通じて総合型スポーツクラ

ブの支援を行いました

・スポーツ振興審議会事務 （参 35）

Ａ

・スポーツ審議会の運営事務を行いました

・スポーツ表彰事業 （参 35）

Ｂ

・スポーツで優秀な成績を収めた者・団体の表彰を実

施しました

・スポーツ推進委員及びスポーツ指導

員事務 （参 36）

Ａ

・推進委員会議により、各種スポーツ教室の運営につ

いて協議・情報交換を行うとともに、スキー授業へ

の指導員派遣を実施しました

・スポーツ協会補助事業 （参 36）

Ａ

・倶知安町スポーツ協会が実施する事業に要する経費

の助成を行いました

・スポーツ少年団本部運営補助事業・

大会交通費補助事業

（参 37）

・スポーツ少年団本部に対する補助を行いました
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【原課における評価等】

Ａ ・スポーツ少年団が道内で開催される大会への参加に

あたり借上げ自動車に係る費用の一部を助成しまし

た

・町技普及振興事業 （参 37）

Ａ

・町内小中高校のスキー授業に対する講師派遣や小中

学生のリフト無料化を引き続き実施したほか、スキ

ー連盟が実施する小中学生のスキー教室や各種大会

の開催支援を行いました

また、スキーの町50周年事業として、町民に対し改

めてスキーの魅力を伝えるため、記念講演やスノー

リゾート利用事業などを実施しました

○事業の実績・成果
・自己評価

・学校開放事業については、スポーツ少年団をはじめ多く団体に利用されて

おり、競技スポーツやレクリエーションスポーツの普及・振興が図られて

います。

・スポーツ推進委員などの活動については、コロナ禍により中止となる大会

やイベントがあった中において、町民スポーツフェスティバル（パークゴ

ルフ・マラソン大会）及び小中学生のスキー教室の支援・指導等を実施し

ました。

・スポーツ協会、スポーツ少年団等へは、全国規模の大会に出場する選手・

監督（コーチ含む）に対しての宿泊・交通費等の補助事業を実施しまし

た。

・町技普及振興事業については、前年度に引き続き中学生以下無料開放及び

町民無料デーを実施しました。

・旭ヶ丘スキー場について、各学校のスキー授業や少年団活動、スキー教室

も例年通り活発に行わたほか、練習環境が少なくなっているアルペンスキ

ー競技者の受け入れも積極的に行い、管内の多くの選手が練習に訪れまし

た。シーズンを通して地元の子ども達や自衛隊訓練にも多く利用されまし

たが、スキーの町 50 周年事業として実施した「スノーリゾート利用事

業」による町内民間スキー場の利用者数増加の影響などもあり輸送人員に

ついては昨年より減少となりました。

・今年も昨年同様にスポーツ推進委員やスポーツ指導員を派遣して、各学校

授業のサポートを行うことができました。

・スキーの町 50 周年事業として様々な事業を実施し、多くの町民に町技で

あるスキーに親しむ機会を創出し、改めてスキーの魅力を伝えることがで

きました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・学校開放事業では、施設利用団体の活動日数の増や、活動日の変更につい

ての要望が多いため、総合体育館を含めた利用プログラムの検討が必要で

す。

・町技普及振興事業については、競技者の練習場所が減っていることから、

来シーズンも引き続き一般の利用者に支障のない範囲で積極的に受け入れ

を行います。

・各学校に派遣するスキー指導員が依然として不足しており、人材の確保が

課題です。

・ゲレンデ・クロカンコースの支障木の伐採などを含めた、定期的なコース

整備を行う必要があります。
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【教育関係者による評価】

（７）文化芸術に親しめる環境

【めざす姿】
●各施設の充実に努め、気軽に文化芸術に親しむことができる機会や発表の機会の提供と、情報発

信の強化を図ります。

●美術館や風土館を活用した授業など、子どもたちが文化芸術により多く触れる機会を提供できる

よう、関係機関や地域との連携を強化していきます。

●世代や国籍を越えた人々が、多様な文化芸術に親しむ機会を提供します。

●社会教育を通して、文化芸術を担う人材の育成に努めます。

【これまでの現状と課題】

〇文化芸術は生きる喜びや誇りを感じ、一人ひとりが心豊かな生活を送るためになくてはなら
ないものです。文化芸術を通じて多様な文化や価値観を共有し、人と人とが交流することは、
お互いを認め合うことができるまちづくりにも繋がります。

〇地域全体で文化芸術に親しむ環境をつくり、次世代を担う子どもたちをはじめ、様々な人々
が多様な文化芸術に触れる機会を充実させ、豊かな心や感性、創造性を育む取組を推進して
いく必要があります。

〇また、国際リゾート地として、様々な国の人が訪れ、生活する本町においては、多様な文化
芸術に触れあい、楽しむことができる環境にあります。そうしたことからグローバルな視点
による文化の発信が求められています。
・公民館、美術館、風土館などで実施する講座やイベントに多くの方に参加してもらえるよ
う、事業の工夫と効果的な情報発信を行う必要があります。

・子どもたちや町民に、倶知安の歴史や郷土の画家である小川原脩の作品について、丁寧に
伝える取組が必要です。

・文化活動を活性化するための取組が必要です。
・国際リゾート地として、文化芸術が多文化共生社会の形成に寄与するように努める必要が
あります。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

・プール代替施設事業については、新プールの建替の検討を進める間は継続

し、町民がプールを利用する機会を損なわない様にする必要があります。

・スキーの町 50 周年事業は終了したものの、事業の一つとして行ったスノ

ーリゾート利用事業については、子どもたちがスキーに親しむ機会の拡充

の観点からも効果が大きいことから、継続実施について検討を進めます。

〇教育関係者による評価

事 業 活 動 内 容

・自主企画事業 （参 38）

Ａ

・文化協会との共催で「落語寄席 三遊亭白鳥・倶知

安ライブ」を開催しました

・総合文化祭 （参 38）

Ｂ

・新型コロナウイルス感染症の影響により作品展示の

みを開催しました

・美術館展示活動事業 （参 39）

Ａ

・小川原脩作品の常設展、麓彩会展などの企画展を開

催しました

・倶知安高校100周年記念 京極夏彦美術展を開催し

ました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

・美術館教育普及活動事業 （参39)

Ａ

・土曜サロン、ミュージアム・コンサート、ワークシ

ョップなどの教育普及事業を実施しました

・京極夏彦トークイベント「京極夏彦 描く書く創

る」を実施しました

・美術館絵画コンクール事業（参40）

Ａ

・第15回ふるさとを描こう絵画コンクールを実施しま

した

○事業の実績・成果
・自己評価

【公民館関連事業】

・自主企画事業については、１０月２２日（土）に公民館大ホールにて「落

語寄席 三遊亭白鳥・倶知安ライブ」を開催し、入場者数は１７０名でし

た。

・総合文化祭については、新型コロナウイルス感染症の影響で幼保・児童・

生徒及び文化団体等の作品展示のみを行い、「町民音楽祭」「芸能発表

会」は中止となりました。

【美術館関連事業】

・展覧会は計画どおり、教育普及事業は可能な範囲で事業を実施しました。

・京極夏彦美術展・トークイベントを実施し、多くの方々の来館がございま

した。

・絵画コンクール「ふるさとを描こう」は、全応募作品をロビーの壁一面に

作品を展示し観覧招待券を贈るなどの工夫をし、例年以上に子どもたちや

家族の来館がありました。

・ホームページはスマートフォンやタブレット端末でも見やすいようレイア

ウトを工夫し、また、フェイスブックを活用した情報発信も行っていま

す。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

【公民館関連事業】

・自主企画事業については、町文化協会との共催により誰でも楽しめるイベ

ントを開催できるよう検討を進めていきます。

・総合文化祭については、コロナ対策の緩和が進んでいることから作品展示

のみではなく、町民音楽祭、芸能発表会も開催できるよう関係団体と連携

を取り、情報を共有し、開催に向けて準備を進めていきます。

【美術館関連事業】

・手法を工夫しながら事業を実施します。

・積極的な情報発信を行います。

〇教育関係者による評価
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（８）繋げよう文化財保護活動

【めざす姿】
●本町の歴史・文化を、次世代へ継承することと、その人材の育成に努めます。
●倶知安風土館、小川原脩記念美術館、公民館を文化の発信拠点としてより活用してもらうた
め、文化、芸術、自然環境への関心を高める教育活動の普及・啓発を図ります。
●風土館資料をより良く保存・活用するため、さらなる資料整理作業（データベース化、デジタ
ルアーカイブ化など）を進めます。
●外国語表記の充実と、利用しやすい施設となるよう環境の整備を進めます。

【これまでの現状と課題】

〇倶知安町には、羊蹄山やニセコ連山、大地を潤す豊かな雪と水、そして、その中で育まれてき
た多くの歴史と文化があります。これら自然・歴史・文化は、先人から連綿と受け継がれてき
た財産であり、多様な価値観や感受性を持った人材、地域を育む上でもかけがえのない源です。

〇本町は、旧石器時代や縄文時代のころから人々が暮らしており、現在、町内の 21 か所に遺跡
が確認されています。特に、一つの石からカミソリのように薄い石器を連続して取り出す技術
「峠下型技法」が見出された峠下遺跡は、町の貴重な遺跡です。

〇また、町指定無形文化財「倶知安赤坂奴」、「羊蹄太鼓」は、保存会の活動によって、指導
者・後継者の養成や伝承事業が定期的に実施されています。有形文化財「大佛寺の天井画」は、
写真撮影・現状記録などデータ管理を行い、後世に残すべく取組を逐次進めています。

・町指定の文化財をはじめとする歴史や遺跡・文化の伝承、育成支援の拡充が必要です。
・町内外の多くの人に利用してもらえるよう、展示活動や調査、研究、各種事業の工夫と、そ
れに伴う文化財保護意識醸成のための啓発活動が必要です。

・様々な写真や映像、資料等の記録事業の推進が必要です。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

事 業 活 動 内 容

・風土館展示活動事業 （参 41）

Ａ

・展示、標示の改良、未整理資料・収蔵品の整理分類

作業を実施しました

・丸形郵便ポストの現役復帰事業として風土館正面玄

関風除室内に設置しました

・風土館教育普及・研究活動事業

（参 41）

Ａ

・自然観察会「ふるさと探訪」、小中学生向け体験学

習型イベント「寺子屋ミュージアム」を実施しまし

た

・見学対応、出前授業など、学校授業支援などを行い

ました

・生物調査や標本資料の製作を行いました

・文化財などの保護事業 （参 42）

Ａ

・和太鼓の購入や、修繕を行いました

○事業の実績・成果
・自己評価

【風土館展示活動事業】

・展示の改良（展示位置、説明キャプションなど）を実施しました。

・来館者に対する標示の改良を行いました。

・未整理資料・収蔵品の整理分類作業を継続して行いました。

・ホームページはスマートフォンやタブレット端末でも見やすいようレイア

ウトを工夫し、また、フェイスブックを活用した情報発信も行っていま

す。

【風土館普及・研究活動】

・「ふるさと探訪」を開催（４回）しました。

・「寺子屋ミュージアム」を開催（６回）しました。

Ａ
（達成率 90％）
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【教育関係者による評価】

（９）社会教育施設と社会教育体制の整備と充実

【めざす姿】
●町民の視点に立った社会教育推進のため、関係機関、団体との連携と支援を強化します。
●社会教育施設の計画的な維持管理を行い、誰もが快適に施設を利用できる環境の整備に努めま
す。

●社会教育関係者の資質や専門性の向上に努め、社会教育の推進体制の整備促進を図ります。

【これまでの現状と課題】

〇高度化・多様化する学習ニーズに対応するためには、公的機関による学習活動だけではなく、個
人や団体・サークルなどの主体的な学習活動を積極的に支援するなど、社会の幅広い分野での学
習活動を活性化することが求められています。

〇このため、学習ニーズに柔軟に対応し、生涯の各時期において絶えず自己啓発を続けるための学
習環境を整備することが求められます。自発的に参加できる社会教育活動の場と機会の充実や、
学習・情報の拠点となる社会教育施設の整備充実に努める必要があります。

〇とりわけ、図書館は、地域の知の拠点であり、今後、利便性を考慮しながら、速やかに創設に向
けた取組に着手することが求められます。

〇本町には、公民館等の文化施設が５か所、総合体育館等のスポーツ施設が８か所あります。日頃
から、多くのサークル活動をはじめ、各種団体による会合や講座、様々な鑑賞機会や学習成果の
発表の場となっています。また、全道・全国規模の各種大会などが行われており、町民のみなら
ず、町外の利用者や観光客も多く利用されています。

〇しかしながら、設備の経年劣化が進んでいることから、町民が安全でより快適に学習活動等を行
うことができるようにするためにも、適切な維持管理が必要となっています。
・関係機関、団体との相互の連携と協力を図る必要があります。
・誰もが快適に施設を利用できるよう、計画的な改修・修繕等を行うことが必要です。また、図
書館の創設に向けた取組が必要です。

・社会教育関係者の資質や専門性の向上に努める必要があります。
・図書館の創設に向けた取組が必要です。

【令和４年度の具体的な取組の状況】

・各小中学校の総合学習、地域学習などの教育支援を実施しました。

・羊蹄山のコマクサ除去活動を行いました。

・生物調査と標本資料の製作を行いました。

【文化財の保護事業】

・町指定有形文化財「大佛寺本堂の天井画」、「羊蹄太鼓」の保存、継承並

びに指導者育成等に対する必要な助成と支援（管理謝礼、和太鼓の購入、

修理）を行いました。

○来年度への課題・
改善点等

・展示や標示の改良は継続して実施します。

・収蔵資料のデータ化、デジタル化に向けた整理分類作業を継続します。

・効果的な情報発信を行います。

〇教育関係者による評価

事 業 活 動 内 容

・公民館・文化福祉センタ－運営事業

（参 43）

Ａ

・貸館業務、管理人等を配置した施設管理を行いまし

た

・公民館・文化福祉センター施設整備

管理事業 （参 43）

・大ホール棟東側避難口ドア更新工事を行い、さらに
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【原課における評価等】

Ｂ 補正予算により各種施設設備の更新等、維持管理を

実施しました

・美術館維持管理事業 （参 44）

Ａ

・小川原脩作品修復業務を実施しました

・美術館遊歩道照明改修工事を実施しました

・補正予算により展示室系統（第1・第2）加湿設備交

換工事を実施しました

・美術館ロビーガラス窓ＵＶカットフイルム貼り業務

を実施しました

・風土館維持管理事業 （参 44）

Ａ

・空調機器新設工事を実施しました

・空気清浄機購入を実施しました

・収蔵資料燻蒸業務を実施しました

・総合体育館運営事業 （参 45）

Ａ

・総合体育館の維持管理、整備、改修を実施しました

・旭ケ丘スキー場管理運営事業

（参 45）

Ａ

・スキー場の運営、安全管理の為の機械整備を実施し

ました

・町営プール管理及び代替施設利用事

業 （参 46）

Ａ

・町営プールが老朽化により使用ができないことか

ら、ホテルニセコアルペンプールを活用した代替施

設利用事業を実施しました

・町営プール及び絵本館建替に関する

検討

（参 46）

Ａ

・新町営プールの建替に向け令和４年１０月に新施設

の必要機能などの基本構想を策定し基本計画の検討

に着手しました。今後は絵本館含めた複合施設とし

ての整備の検討を進めます

・パークゴルフ場管理運営事業

（参 47）

Ａ

・パークゴルフ場の運営、維持管理、整備、改修等を

実施しました

・野球場管理運営事業

（参 47）

Ｂ

・オープン準備、クローズ時の撤収や日常的な維持管

理及び大会前の整備を行いました

・ソフトボール球場管理運営事業

（参 48）

Ａ

・オープン準備、クローズ時の撤収や日常的な維持管

理及び大会前の整備を行いました

○事業の実績・成果
・自己評価

【公民館・文化福祉センター運営・施設整備管理事業】

・夜間・休日に管理人を配置し、会議室の貸館など利用者が快適に利用でき

るよう対応しました。

・大ホール東側避難口ドア更新工事を行いました。また、補正予算により
文化福祉センター防火扉改修工事、文化福祉センター暖房機更新工事を行

い、可能な限り利用者が安心安全にかつ、快適に利用できるよう対応しま

した。

・倶知安町社会教育施設個別施設計画を策定し、今後の維持管理に関す

る優先順位の考え方と具体的対策を示しました。

Ａ
（達成率 90％）
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【教育関係者による評価】

【美術館関連】

・小川原脩の絵画作品のうち、劣化や破損が進んでいる複数の絵画作品のう

ち１点を修復師により修復作業を実施しました。

・補正予算により展示室系統（第 1、第 2）加湿設備交換工事を行い、展示

室に展示している美術作品の維持管理を行いました。

・美術館・風土館敷地内にて遊歩道照明改修工事を実施し、散歩・遊びに来

られる家族連れ等が安心して来られる場所を提供いたしました。

・来館者がロビーでくつろげる空間を提供するため、美術館ロビーガラス

窓ＵＶカットフイルム貼り業務を実施しました。

【風土館関連】

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、展示資料の

適切な保管に必要な温湿度管理を行うこと及び来館者が快適に観覧できる

よう空調機器新設工事を実施、空気清浄機を購入し設置しました。

・貴重な資料等を適切に保管管理を行うため収蔵資料燻蒸業務を実施しまし

た。

【体育施設関連】

・総合体育館においては、新型コロナウイルス感染症の状況に応じ、利用時

間や人数制限を設けるなどし、町民の運動機会を損なうことのないよう工

夫して運営を行いました。

・総合体育館において、スポーツ振興くじ（toto）助成金の活用によりバス

ケットゴールを更新し環境改善に努めました。

・民間プール施設との調整を図り、利用料金の差額の一部を負担するなど、

町民の水泳機会の確保に努めました。

・プール施設については、令和３年度～４年度にかけて建替に向けた基本構

想の策定を実施しています。

○来年度への課題・
改善点等

・前年度に策定した社会教育施設個別施設計画に沿った整備を進めま
す。

・貸館に係る予約システム導入等、利便性向上のほか、DX事業の推進に
ついて検討を行います。

・施設の修繕対応は優先度の高いものから予算化し、実施します。
・お身体の不自由な方やご高齢の方など、様々な方に利用頂けるよう、施設

のユニバーサルデザイン化を進める必要があります。

・総合体育館をはじめとする多くの体育施設が老朽化しており、幅広い

世代が体育施設を活用し、運動による健康づくりを効果的に行えるよ

う、計画的な整備を進める必要があります。

〇教育関係者による評価
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第４ 有識者の意見 （令和４年事業分）

教育委員会では、事務の点検・評価を実施するにあたり、教育に関して学識経験を有する方々

から意見を聴くため、教育関係諸団体等の代表者と教育懇談会を開催いたしました。

懇談会でいただいたご質問やご意見は、以下に記載しております。

１ 開催日時 令和５年８月２２日(火） 午前１０時００分から午前１２時２０分

２ 開催場所 倶知安町役場 ２階会議室

３ 出 席 者 教育関係団体：倶知安町校長会 渡 邉 均 氏

倶知安町ＰＴＡ連合会 三 木 応 也 氏

倶知安町町内会連合会 大河原 哲 朗 氏

倶知安町スポーツ協会 千 坂 昭 一 氏

倶知安町青少年育成会 平 野 雄 二 氏

倶知安町まちづくり協働会議 柏 谷 匡 胤 氏

学校運営協議会 青 木 裕美子 氏

教育委員会 ：倶知安町教育委員会教育長 村 井 満

倶知安町教育委員 長 谷 一

倶知安町教育委員 本 間 珠 美

倶知安町教育委員 樋 口 朋 子

倶知安町教育委員 日 村 一

学校教育課長 岡 田 寿 江

社会教育課長 福 原 秀 和

学校教育課主幹 藤 田 創

社会教育課主幹 宮 嶋 伸 行

総合体育館長 高 橋 淳 之

学校教育課学校教育係長 喜多見 健 二

学校教育課総務係長 岩 井 拓 都

総合体育館スポーツ振興係長 芳 田 国 弘

美術館副館長 沼 田 絵 美

美術館業務管理係長 佐 藤 嘉 真

風土館文化財係長 小田桐 亮

【主な意見等】

第３ 教育委員会の権限に属する事務の執行状況

（1）子どもの教育の充実

① 学習指導の充実

●各学校では読書離れを引き止める活動として「朝読書」が実施されており、単に読書に親しむ

だけではなく子どもたちの生活面での安定にも繋がる活動と考えている。

倶知安町内の学校図書の充実については廃棄と更新を適宜行い、継続して充実に向けて取り組

んでいただきたい。

●特別支援の取り組み（早期支援コーディネーター）は非常に評価できる。個別の支援のほかに

保護者も含めたサポートの重要性も認識しているので継続して取り組んでいただきたい。
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② 教育環境の整備

●教職員住宅については、すぐに学校対応ができる体制整備の意味合いがあるが、昨今は交通機

関や通信機器の発達により、必ずしも学校周辺に居住しなければならない状況も少なくなってい

ることから、築年数が古い住宅は撤去するなど、修繕についても計画的な見直しが必要になるの

では。

③ -１ 情報・コミュニケーション教育の充実

●多様な国籍の方が居住する本町においては、ローカルな中でグローバルに目を向ける「グロー

カル」という視点が大切になる。

GIGA、ICT の有効活用が課題となっている中で、本町は GIGA スクールサポーター及び ICT支援

員の配置により、トラブル対応や教職員への研修など、様々なサポートが行われ、タブレットや

デジタル教材などの活用が非常に進んでいることは評価すべき。

今後も新しい技術が入ってくると思われるので、子ども達の力を伸ばすため、各学校に 1名の

ICT 支援員の配置が必要と感じる。

●端末の活用促進に向けデジタル教材等の導入を検討されているが、新しい教科書には QR コー

ドが多数掲載されることが考えられることから、新しい教科書になってからの対応が望ましいの

では。

④ 安全・安心な学校給食の提供

●本町の人口規模から考えても学校給食費の徴収率 100％は大変評価されるべき。

また、高い徴収率に伴って安定的に財源が確保されることによって食材の安定提供に繋がって

いると感じる。

⑤ 学校・家庭・地域の連携、協力

●学校運営協議会（コミュニティースクール）を導入されたが、それを実行する地域と学校の連

携と協働が重要と考える。

推進員の確保については、他町村は苦労している中で本町は素晴らしい体制と考える。学校づ

くり・地域づくりに繋がっていくことなので感謝したい。

⑦ 各種支援事業の推進

●昨今のバス運転手不足問題を受け、本町のスクールバス、水泳学習、スキー学習に少なからず

影響があると考えるので対応をお願いしたい。

（４）仕事と生活の調和を図る生き方の実現

●町民向け英語研修はとても好評と伺っている。多様な国籍の方が居住する本町においては、外

国人からの日本語研修の声もあると思うので取り組みの充実をお願いしたい。

（６）生涯にわたるスポーツ振興

●スポーツ協会補助事業については、宿泊費高騰などの問題があるので対応について検討をお願

いしたい。

●部活動の地域移行については、保護者としても混乱することが想定されるので急激には難しい

と考える。町として丁寧な対応をお願いしたい。

●スキーの町 50 周年記念事業は学校を中心に行われたが、より町民へ広く周知を行いスキーの

歴史を感じられる事業となるよう町として取り組んでいただきたい。
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（７）文化芸術に親しめる環境

●美術館や風土館の職員が実際に外へ出向いて様々な事業を行っている取り組みは評価すべき。

その他（全体をとおして）

●まちの賑わいづくりを考える上で、高校生の居場所づくりについて考えると学生の移動範囲や

子どもの動線は限られていることが多いように感じる。

町の整備を考える上で関連している視点だと感じるので、教育施設の修繕や改修を考える際に

は「教育」と「まちづくり」の方向性を結びつけて整備を進めるべきと考える。

役場内でも横断的な議論をする機会を増やして、教育施設の整備が少しでも関連していければ

と考える。

●「まちづくり」に関わることであるが、子どもたちばかりではなく、高齢者の集える場所の確

保も必要と考える。
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令和４年度倶知安町教育委員会会議開催状況

（提出議案）
年・回 開催日 議 案 件 名 摘 要

4-5 4.4.25 議案第１号 倶知安町スポーツ指導員の任命について

議案第２号 美術館等運営協議会委員の任命について

1-1-11

1-1-11

4-6 4.6.6 議案第１号 定例教育行政報告について

議案第２号 令和４年度教育費補正予算（案）について

議案第３号 倶知安町奨学生選考委員会委員の任命について

議案第２号 倶知安町学校給食運営委員会委員の任命について

議案第５号 倶知安町社会教育委員の任命について

議案第６号 財産の取得について

2条

1-1-10

1-1-11

1-1-11

1-1-11

1-1-3

4-7 4.6.30 議案第１号 令和４年度倶知安町奨学生の選考諮問について

議案第２号 倶知安町教育委員会職員人事について

2条

1-1-5

4-8 4.7.15 議案第１号 令和４年度倶知安町奨学生の決定について 2条

4-9 4.8.9
議案第１号 令和５年度使用教科用図書及び小・中学校特別支援学級教科用図書

（一般図書）の採択について

議案第２号 令和３年度倶知安町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価について

議案第３号 令和４年度倶知安町営プール建替に関する基本的な考えに関する諮問

について

1-1-13

1-1-15

2 条

4-10 3. 8.25 議案第１号 定例教育行政報告について

議案第２号 令和４年度教育費補正予算（案）について

議案第３号 令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について

議案第４号 令和３年度倶知安町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況の点検及び評価について

議案第５号 令和４年度倶知安町営プール建替に関する基本的な考えについて

2条

1-1-10

2 条

1-1-15

1-1-1

4-11 4.10.3 議案第１号 倶知安町営プール建替基本構想に関する諮問について

議案第２号 倶知安町スポーツ表彰の諮問について

2条

1-1-16

4-12 4.10.27 議案第１号 令和４年度教育費補正予算（案）について

議案第２号 倶知安町営プール建替基本構想及び絵本館整備について

議案第３号 令和４年度倶知安町スポーツ表彰被表彰者の決定について

1-1-10

1-1-1

1-1-16

4-13 4.11.17 学校訪問 -

4-14 4.11.28 議案第１号 定例教育行政報告

議案第２号 令和４年度教育費補正予算（案）について

2条

1-1-10

4-15 4.12.1 学校訪問 -

4-16 4.12.2 学校訪問 -

4-17 4.12.19 議案なし -

5-1 5.1.11 議案第１号 令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について 2条

5-2 5.2.7 議案第１号 令和５年度学校給食費の諮問について

議案第２号 倶知安町文化財保護調査委員の任命について

2条

1-1-11

5-3 5.2.21 議案第１号 令和５年度教育行政執行方針（案）について

議案第２号 令和５年度教育費予算（案）について

議案第３号 定例行政報告について

議案第４号 令和４年度教育費補正予算（案）について

議案第５号 倶知安町東陵体育館設置管理条例の制定について

1-1-11

1-1-10

2 条

1-1-10

1-1-2

5-4 5.3.2 議案第１号 令和５年度教職員人事（管理職・一般教職員）について 1-1-4

5-5 5.3.22 議案第１号 倶知安町教育委員会が管理する個人情報の保護に関する規則の制定に

ついて

議案第２号 倶知安町学校管理規則の一部改正について

議案第３号 倶知安町教育長事務専決規程の一部改正について

議案第４号 倶知安町教育委員会の職務に従事する職務の特殊性が認められる会計

年度任用職員の給与等に関する規則の一部改正について

議案第５号 倶知安町社会教育指導員の任命について

議案第６号 倶知安町教育委員会職員人事について

1-1-9

1-1-9

1-1-9

1-1-9

1-1-11

1-1-5
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（報告議案）

（協議議案）

年・回 開催日 議 案 件 名 摘 要

4-5 4.4.25 一般報告

報告第１号 倶知安町教育委員会事務局組織規則の一部改正について

報告第２号 令和４年度会計年度任用職員の任用について

1条 2

1-1-9

1 条 2

4-6 4.6.6 一般報告

報告第１号 令和４年度要保護及び準要保護の認定状況について

報告第２号 令和４年度会計年度任用職員の任用について

1条 2

1 条 2

1 条 2

4-7 4.6.30 一般報告 1条 2

4-9 4.8.9 一般報告

報告第１号 令和４年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況について

報告第２号 倶知安町教育委員会職員人事について

報告第３号 令和４年度教育費補正予算について

報告第４号 町営プール建替に向けた基本構想策定業務の状況等について

1条 2

1 条 2

1 条 2

3 条

1 条 2

4-10 4.8.25 報告第１号 令和４年度会計年度任用職員の任用について 1条 2

4-11 4.10.3 一般報告

報告第１号 社会教育施設個別施設計画策定業務の状況について

報告第２号 青少年センター（絵本館）の状況について

報告第３号 令和４年度教育費補正予算について

1条 2

1 条 2

１条 2

3 条

4-12 4.10.27 報告第１号 報告第１号 電子図書館システム導入業務委託の状況について 1条 2

4-14 4.11.28 報告第１号 令和５年度教育費予算（案）重点事項について

報告第２号 令和４年度教育費補正予算について

報告第３号 倶知安町適応指導教室事業の実施について

報告第４号 町営プールの建替及び絵本館の検討について

1条 2

3 条

1 条 2

1 条 2

4-17 4.12.19 一般報告

報告第１号 町営プールの建替及び絵本館の検討について

報告第２号 令和４年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況について

報告第３号 学校給食費について

報告第４号 令和４年度会計年度任用職員の任用について

1条 2

1 条 2

1 条 2

1 条 2

１条 2

5-1 5.1.11 報告第１号 令和４年度会計年度任用職員の任用について 1条 2

5-2 5.2.7 報告１号 倶知安町立小学校における事故案件について

5-3 5.2.21 報告第１号 令和４年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況について

報告第 2号 町営プール・絵本館建替に関する検討について

報告第 3号 令和 4年度教育費補正予算について

1条 2

1 条 2

3 条

5-5 5.3.22 報告第１号 令和４年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況について

報告第２号 令和４年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況について

(入学前支給分）

1条 2

1 条 2

年・回 開催日 議 案 件 名 摘 要

4-12 4.10.27 協議第１号 （仮称）くっちゃん子条例の制定について 1条 2
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倶知安町教育委員会が所管する補助金一覧

補助事業名
補助金額 （円）

備 考
令和３年度

（実績額）

令和４年度

（実績額）

令和 5 年度

（予算額）

全道･全国小中学校体育競技大会出場費

倶知安町教育研究会補助金

倶知安町奨学金

倶知安農業高等学校教育振興事業補助金

中体連山麓・後志大会出場費補助金
倶知安農業高等学校創立 80 周年記念事業補助金

倶知安高等学校創立 100 周年記念事業補助金

3,901,660

0

516,000

1,227,000

13,400

300,000

0

4,314,933

0

1,332,000

1,227,000

52,160

0

1,000,000

3,500,000

430,000

3,264,000

1,227,000

90,000

0

0

参加奨励

研修奨励

就学援助

事業補助

参加奨励

事業補助

事業補助

倶知安町文化協会補助金

倶知安町 PTA 連合会補助金

倶知安町スポーツ協会補助金

スポーツ少年団本部事業補助金

町民スポーツフェスティバル事業補助金

スポーツ少年団各種大会参加交通費補助金

倶知安町青年団体協議会補助金

子ども特派員派遣事業助成金

倶知安町ラジオ体操連盟補助金

倶知安町青少年育成会補助金

スキー国際大会等参加助成金
スキーの町スノーリゾート利用事業補助金

1,135,000

0

3,157,000

686,000

132,000

60,800

0

0

0

140,000

0

-

1,025,000

0

5,049,000

790,000

516,626

48,400

0

498,400

0

140,000

0

12,180,600

1,450,000

282,000

6,422,000

1,719,000

900,000

500,000

60,000

850,000

70,000

140,000

600,000

13,130,000

運営補助

運営補助

運営補助

事業補助

事業補助

参加奨励

運営補助

運営補助

運営補助

運営補助

参加奨励

事業補助
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社会教育施設 施設利用状況

令和２年度 令和３年度 令和４年度

公民館 14,659 名 18,666 名 21,648 名

世代交流センター 1,787 名 756 名 2,501 名

絵本館 7,829 名 10,192 名 10,829 名

美術館 2,788 名 3,399 名 5,503 名

風土館 2,544 名 3,556 名 5,113 名

総合体育館 29,373 名 40,934 名 55,305 名

学校夜間開放 11,122 名 10,793 名 11,683 名

野球場 46 団体 33 団体 47 団体

庭球場 0団体 0団体 0団体

ソフトボール場 13 団体 12 団体 23 団体

多目的広場 17 団体 31 団体 53 団体

パークゴルフ場 10,382 名 10,168 名 11,153 名

旭ヶ丘スキー場 110,001 名 114,097 名 102,911 名

町営プール 4,981 名 ― 名 ― 名

代替施設プール
(ホテルニセコアルペン)

― 名 2,873 名 3,687 名
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